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	【役員の任務】
第　７条　役員の任務は、次の通りとする。
(1) 会長は本会を代表し、会務を統括する。併せて宗像市行政事務連絡員を兼ねる。
(2) 副会長は会長をたすけ、または代理し会長に事故あるときは会務を代行する。併せて２丁目自治公民館長を兼務する。また、専門部部長を兼務することも出来る。
①公民館長は公民館副館長と連携し、公民館の利用促進、財産の管理・保全並びに教育文化部、健康福祉部の活動の援助を行う。
(3) 書記は本会の事務を主管し、行事の案内や広報・回覧文書の配布を担当する。また、町内会議においては議事録を作成する。併せて広報部長を兼務し、運営協議会広報部会員とする。
(4) 会計は、本会の日常出納事務及び各種募金、寄付金の集約事務を担当するとともに、総会及び町内会議の方針に基づき予算を執行し、決算案を作成する。
(5) 会計監査は定期又は必要に応じて本会の会計を監査する。
(6) 専門部長、専門部副部長は連携を密にし、事業運営計画に基づいて、各担当行事の具体的計画及び推進を行う。
(7) 隣組長はそれぞれの組を代表し必要に応じ組会議を開催・主宰するとともに、組内運営について担当する。また、何れかの専門部に所属することとし、専門部副部長を兼務することが出来る。
(8) 顧問は会長、副会長を助け、会長に事故あるときは副会長を補佐し会務を代行することが出来る。
【役員の選出】
第１１条　役員は次の方法で選出し、総会において承認する。
(1) 会長、副会長、書記、会計、会計監査は各町内の推薦に基づき町内会議で選出する。
(2) 隣組長は各組において選出する。
(3) 専門部長および専門部副部長・公民館副館長並びに特別委員は、町内会議の推薦に基づき会長が委嘱する。
(4) 顧問は前年度の会長、副会長職をした方を五役の推薦に基づき町内会議で選出する。
【総会代議員】
第１５条　総会代議員は、各組を単位とし、10世帯につき１名（端数は四捨五入）の割合で選出するが、各組の事情に応じて次年度組長の１名とすることが出きる。但し、総会及び臨時総会の前までに、会長に報告しなければならない。併せて、規約第６条第２号に揚げる委員及び各種団体代表者各１名を選出する。
【規約の施行】
第３４条　本規約は、昭和４８年２月１０日から施行する。
昭和４９年　３月　９日　　　一部改訂
昭和５３年　４月２３日　　　一部改訂
昭和５５年　５月１１日　　　一部改訂
平成　２年　４月　１日　　　一部改訂
平成　３年　４月　１日　　　一部改訂
平成　４年　４月　１日　　　一部改訂
平成１８年　４月　１日　　　一部改訂（但し、規約第２８条については平成17年4月1日に遡及して改訂）
平成２０年　４月　１日　　　一部改訂

平成２２年　４月　１日　　　一部改訂
平成２２年１２月１８日      一部改訂

平成２３年　４月　３日　　　一部改訂
役員報酬支給に関する細則　　
【役員・各種委員行動費】
第　１条　規約第２９条に基づく役員及び各種委員行動費は次の通りとする。
（役員報酬）
(1) 会　長

１００，０００円
(2) 副会長

　５０，０００円
(3) 書　記

　５０，０００円
(4) 会　計

　５０，０００円
(5) 顧　問

　３０，０００円
(6) 専門部長

　３０，０００円
(7) 専門部副部長

　１５，０００円
(8) 公民館副館長

　１５，０００円
(9) 隣組長

　１２，０００円
(10) 会計監査

　　６，０００円
（各種委員行動費）
(1) 主任福祉委員

　１２，０００円
(2) 子ども会会長

　１２，０００円
(3) 防犯委員

　　６，０００円
(4) 特別委員会委員
　　６，０００円
(5) 防災委員

　　６，０００円
【重複支給の禁止】
第　２条　前条において役職が重複した場合は高額の行動費を支給し、重複支給はしない。

	追加

追加

追加

変更

追加

追加
	


PAGE  
3

